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【ＪＡＲＬ Ｅメール転送サービス ガイドライン】（2016 年 7 月 1 日改定）

ＪＡＲＬ Ｅメール転送サービスは、一般社団法人 日本アマチュア無線連盟がおこなう次のサ

ービスのことをいい、連盟会員が国内外のアマチュア無線家と円滑にコミュニケーションをとる

ために提供するものである。

このサービスは、利用者が、自身の持つ一つのメールアドレスを登録すると、"（利用者の）コー

ルサイン@jarl.com" 宛に送られたＥメールを、当該メールアドレスに自動的に転送するもので

ある。

このサービスを利用する者は以下のガイドラインを順守しなければならない。

１．ＪＡＲＬ会員は「ＪＡＲＬ会員マイページ」から申し込むことによりメール

   アカウントを取得し、当サービスを利用することができる。

２．使用するメールアドレスは ”利用者の呼出符号(コールサイン)@jarl.com ”

   とする。

３．利用者は当サービスを利用して以下の行為をおこなうことはできない。

  (a) 当サービスにて提供されるメールアドレスを利用して、本人であることを

    偽ったり、当連盟および第三者へ損害を与えること。

  (b) １通あたり１メガバイトを越えて転送サービスを利用すること。

  (c) 当サービスにて貸与されるメールアドレスを第三者に利用させること。

  (d) 当連盟および第三者の著作権、財産、プライバシー等を侵害すること。

  (e) 当連盟および第三者を誹謗、中傷すること。

  (f) 当サービスやインターネット上の各種サービスの運営を妨げ、あるいは

    アマチュア無線全体の信頼をそこなうような行為をおこなうこと（スパ

    ムメ－ルの発信およびこれに類する行為を含む）

  (g) その他、日本国または米国の法に反するような行為、または公序良俗に

    反するような行為をおこなってはならない。

４．当サービスにより発生しうるリスクは全て利用者が負うものとする。

   スパムメールおよびウィルスに感染したメールのリスクも同様である。

   利用者の設定ミスによるトラフィックの異常増大等により発生する損害等も、

   利用者の故意または過失に関わらず含まれる。
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   なお、前記スパムやウィルスなどの転送は連盟としてもちろん不本意である

   ため、排除の努力をし、万全をつくすが、すべて排除できるものではなく、

   該当すると思われるメールは自己削除することを前提とする。

５．サービスの使用により、会員が他の会員または第三者に損害を与えた場合、

   当該会員の責任と費用の負担において解決するものとし、連盟はこれに関与

   しないものとする。

６．利用者は、本サービスに登録している転送先Ｅメールアドレスに変更が生じ

   た場合、「ＪＡＲＬ会員マイページ」で変更することができる。

   

   利用者が当サービスの利用を停止したい場合は、「ＪＡＲＬ会員マイページ」

   で登録を解除することができる。

７．連盟は、犯罪的行為に結びつくと判断され、または犯罪の捜査のため、当該

   機関から書面で要求があった場合、利用者に対して断りなく関連する情報を

   開示することができる。

８．当サービスの利用者の情報（Ｅメールの内容も含む）に対し、連盟は守秘義

   務を負うものとする。

   ガイドラインに掲げる条項以外の条件で、利用者の情報を利用者の承諾なし

   に開示することはない。

   これは、Ｅメールの誤配（送信先の設定ミス等）により、連盟が偶然にも知

   り得た情報も含む。

９．連盟は、保守作業、停電や天災などの不可抗力、その他の理由によりサービ

   スの提供を停止することがある。

１０．サービスの運営停止は事前に周知するが、緊急時および不可抗力のときはこ

   の限りではない。

１１．当サービスにかかわり係争となったとき、その所轄裁判所は東京地方裁判所

   とする。

１２．連盟は会員の承諾を得ることなく本ガイドラインを変更することがある。
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１３．利用者への周知事項は、連盟の当サービスＷｅｂサイトを通しておこなうこ

   ととする。(http://www.jarl.com/)

【その他免責事項等】

１．以下の場合、連盟は当サービスの利用を解除する。

   この場合も、連盟は一切の責任を負わないものとする。

   (a) ＪＡＲＬ会員資格の喪失

   (b) 利用者がガイドラインを逸脱して利用した場合。

   (c) 利用者が当サービスを利用することにより、連盟または当システムに対

     し損害を与えた場合、または与える恐れのある場合。

   (d) 申込み内容に虚偽の記載、あるいは不十分な記載が判明した場合。

   (e) 利用者が死亡または当サービスを利用することが困難と連盟が判断した

     場合。

   (f) その他、連盟が必要と判断した場合。

２．連盟はサービスの円滑な提供に努めるが、サービスの使用により発生したい

   かなる損害についても、連盟は責任を負わないものとする。

   これは、サービスの中断、運営の停止等によって生じた損害、および、メー

   ルサーバーの障害等によるＥメールの遅配、誤配、消失、損傷や送信の失敗

   等により発生する損害も含む。

３．連盟は都合により当サービスを廃止する場合がある。

   その場合も連盟は一切の責任を負わないものとする。


